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日程第　４　諮問第　２号　人権擁護委員候補者の推薦について
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日程第１１　認定第　４号　平成２２年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
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○　会　議　の　経　過　（初日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会　午前１０時００分

○議長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。

　一礼して御着席願います。礼。

　ただいまの出席議員は全員です。

　ただいまから平成２３年第３回上毛町議会定例会を開催します。

　これから、本日の会議を開きます。

　本日の議事日程はお手元に運営資料として配付しておりますのでごらんください。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

　本定例会の会議録署名議員に、５番　三田議員、６番　安元議員を指名します。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２、会期の決定を議題とします。お手元の運営資料をごらんください。
　今期定例会の運営について議会運営委員会に審議をお願いいたしたところ、９月２日に委員会を開催いただき、本定例会の会期を本日から１６日までの１１日間とする内容の答申をいただきました。

　お諮りします。今期定例会の会期は議会運営委員会の答申のとおり、本日から１６日までの１１日間といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は本日から１６日までの１１日間とすることに決定しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第３、諸般の報告を行います。

　本定例会に提出された議案は、町長から諮問１件、同意１件、報告２件、決算認定９件、条例案３件、予算案２件の計１８議案であります。

　次に、本定例会の会期日程を申し上げます。お手元に配付の会期日程表（案）をごらんください。

　本日の会議では議案を一括上程し、町長提出議案については提案理由の説明を受け、総括質疑を行います。ただし、諮問第２号、同意第２号、及び報告第７号、並びに報告第８号の計４議案は本日受理・審議・採決し、残りの１４議案は後でお諮りし、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。

　ここで皆様にお願いいたしますが、本日、審議・採決を予定している議案に対する質疑は、後の議案内容の説明に対する質疑にあわせて行っていただきますよう御協力をお願いいたします。

　９月９日、１０日に本会議を開催し、一般質問を行う予定ですが、９日に一般質問が全部終了すれば１０日は休会とします。

　９月１２日を文教・厚生常任委員会、９月１３日を総務、産業・建設常任委員会の開催日にいたしたいと思います。

　９月１６日に本会議を開催し、各常任委員長から委員会付託案件の審査状況の報告を受け、討論・採決を行います。

　以上の件につきましては、議会運営委員会で協議し決定を受けておりますので御報告いたします。

　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長並びに教育委員長に出席の要求をいたしましたところ、お手元に配付の名簿のとおり説明員の出席報告がありましたので、これを許可し出席いただいております。

　これで、諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略いたします。

　日程第４諮問第２号、日程第５同意第２号、日程第６報告第７号、日程第７報告第８号、日程第８認定第１号、日程第９認定第２号、日程第１０認定第３号、日程第１１認定第４号、日程第１２認定第５号、日程第１３認定第６号、日程第１４認定第７号、日程第１５認定第８号、日程第１６認定第９号、日程第１７議案第３７号、日程第１８議案第３８号、日程第１９議案第３９号、日程第２０議案第４０号、日程第２１議案第４１号、以上１８件を一括上程します。

　提案理由の説明を求めます。町長。

○町長（鶴田忠良君）おはようございます。

　提案理由の説明を申し上げます。

　本日ここに、平成２３年第３回上毛町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には公私ともに御多用のところ、お繰り合わせをいただき、御参集いただき、厚く御礼を申し上げます。

　さてここで改めて、東日本大震災でお亡くなりになられました多くの方々に心から御冥福をお祈りし、６カ月過ぎてもなお困難かつ長期の避難生活等を強いられておられる東北地方等の皆様に衷心より御慰労と御激励を申し上げたいと存じます。そして、１日も早い復旧復興を祈念する次第であります。

　政権交代後の３度目の新内閣につきましては、震災の一刻も早い復興・収束を第一とし、デフレ克服を含む低迷する日本経済の再生、国力の見えない外交の立て直し等に特段の御努力をいただきたいと、そしてまた、国民の期待にこたえられるよう切に願う次第であります。

　ここで少しお時間をいただき、平成２２年度に実施いたしました上毛町の施策の概要について申し上げます。

　本町におきましては、いまだ厳しい経済状況のもとにある中で、健全な財政運営を図りつつ、上毛町の将来像である「みんなでひらく上毛の未来」を目途に、町民の期待にこたえる諸施策を積極的に取り組むとともに、重点施策であります行政改革、産業の振興及び少子高齢化対策を継続実施、地場産業育成のため地域活性化事業交付金を活用した諸事業を推進してまいりました。また１０月１１日には郷土出身の第３２代陸上幕僚長火箱芳文陸将をお招きいたしまして合併５周年記念講演を開催、町民とともにまちづくりへの決意を新たにしたところであります。
　これより諸般の概要を申し上げます。

　まず行政改革では、職員数の削減、地域医療の確保と介護サービスの充実を図るために、たいへい苑、さざんか荘、診療所の３施設の民間移譲を実施するとともに、人材育成と効率的、効果的な事務事業実施に向けての人事評価、行政評価制度の試行を行ったところであります。

　産業振興につきましては、本町の主要産業であります農業の維持、発展のため生産性、収益性の高い農業を目指す中山間地域等直接支払い制度等、国の施策を推進するとともに、競争力の高い産地形成に向けて担い手農業者に対する補助、営農組織への支援、特産品開発事業等を積極的に実施、また健全な食生活と地産地消の拡大を実現するために食育、食農の推進を図り、林業におきましては、森林環境税を主な財源とした荒廃森林再生事業等に取り組みました。森林の持つ公益的機能の回復と林業の振興に努めてまいったところでもあります。
　また、現下景気の低迷する中小企業者への安心実現の対策として、借入資金に対する保証料、利息に対する支援を継続して行ってまいりました。

　少子高齢化対策では、子育て支援施策の一環として母子保健事業では新生児の全戸訪問や妊婦検診等の充実に努め、乳幼児医療費の支給対象の拡大を行ってまいりました。また、放課後児童クラブ及び子育て支援センターでは、安全な運営と内容の充実に努め、現在も多くの方々に利用していただいております。
　高齢者対策では、高齢者の健康づくりや介護予防事業を推進してまいりました。ひとり暮らし高齢者を対象に緊急通報システムを補完する地域ＩＴＣ利活用広域連携事業による人感センサーを取りつけました。高齢者の在宅生活での安心確保の向上を図ってまいったところであります。さらに、高齢者の肺炎球菌ワクチンや子宮頸がんワクチン等の接種費用の単独助成を行い、予防対策にも努めてまいりました。

　教育の振興では、唐原、南吉富両小学校において地域活性化交付金等を活用した各種改修工事、中学校におきましては屋内運動場改築工事及び周辺環境の整備等もあわせて実施し、教育環境の整備、充実を図ってまいりました。

　社会教育におきましては、町民全員を対象とした文化事業や体育事業を実施し、町民の交流と融和を推進してまいりました。また、食育推進においては現状把握のためのアンケート調査を行い、町民を健全な食生活へと導く効果的な事業は今後もさらに推進してまいりたいと存じます。

　地域振興では、コミュニティ計画に基づく地域づくり活動事業の展開の輪を広げる団体の活動を支援してまいりました。各地区の自治会長協力のもとに空き家の実態調査を行い、今後、定住人口増加に向けた施策が検討課題であります。

　旧東上小学校跡地には、キノコの菌床を栽培、販売する法人への誘致が実現、また東上岩屋地区の滝周辺の整備等を行いました。今後は地域の創意工夫による観光交流の促進が図られるものと期待を深めております。

　道路関係では、東九州自動車道建設に伴うスマートインターチェンジ接続道路の概略設計、交通量調査等を実施し、事業化へ向けて着実に進捗を図っております。町道におきましては、生活道路として通行の安全を第一に点検、改良、舗装、樹木の伐採等を行ってまいりました。

　環境関係では、環境宣言の町として地球温暖化防止と環境改善を目標にごみ分別収集の推進、不法投棄や野焼きに対する指導の徹底を図るとともに、住宅用太陽光発電システム助成事業、合併浄化槽設置整備事業等を積極的に実施し、生活環境の改善に努めてきたところであります。

　その他といたしましては、町内の重要な位置にあります旧築上東高等学校跡地を購入し、今後、町の課題解決の手段として有効な活用を図ってまいりたいと存じております。

　さらに、財産の基本であります土地の境界等を明確にする国土調査事業が実施２年目となりました。着実に進捗しているところであります。また、私立保育園の保育環境を整えるための施設整備に関する補助金の交付、防災体制の一環として全国瞬時警報システムを設置し、緊急地震速報等を瞬時に住民へ伝達できることが可能となりました。

　以上が、平成２２年度町政の主な施策についての御報告でありますが、今後も引き続き行財政改革の理念に基づいて事務事業の評価を実施し、限られた財源の中で財政の健全化と効率かつ効果的な行政サービスの向上に向けて努力をしてまいりたいと存じております。

　今の上毛町でありますが、合併して５年１０カ月、最大の課題は少子高齢化の進む現状への対応であると考えます。平成１７年の人口８,５００名は本年８月末では８,０９０名となりました。安心安全、住みよい環境、豊かさ等を目指すまちづくりは常道ではありますが、喫緊の課題解決もまた避けて通れないものであると考えます。人口定住増を目指す築上東高等学校跡地の宅地化、雇用確保を目指す企業誘致や産業の振興、中年層健康対策、観光や施設の有効活用等を積極的に推進することもまた重要であると考えるところであります。議員各位の特段の御理解のほどを、よろしくお願い申し上げたいと存じます。
　では、これより提案理由の説明を申し上げます。

　今議会に提出しております案件は、人事案件２件、報告案件２件、認定９件、条例案３件、補正予算２件の計１８案件であります。順次、御説明をさせていただきます。

　初めに、諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦について。林田君代氏の任期が平成２３年１２月３１日に満了することに伴い、人格、識見ともに優れ、広く社会の実情に通じ、人権擁護について精通している林田氏を再度推薦いたしたく、議会に意見を求めるものであります。

　同意第２号、上毛町固定資産評価審査委員会委員の選任について。現委員３名の任期が１１月２８日をもって任期満了することに伴い、それぞれの委員を再任することについて同意を求めるものであります。
　報告第７号、平成２２年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告について。地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、地方公共団体は財政健全化の判断比率を毎年度、決算の提出を受け、速やかに監査委員の審査に付し、その意見をつけて議会に報告することとされており、今議会に提出し平成２２年度においては健全な財政状況であることを報告するものであります。

　報告第８号、継続費の継続年度終了による精算について。地方自治法施行令の規定により、平成２２年度終了いたしました継続費について報告するものであります。

　認定第１号から第９号までにつきましては、地方自治法第２３３条第１項の規定により、会計管理者より決算書が提出されましたので、これを８月４日監査委員の審査に付し、その意見をつけて議会の認定に付するものであります。

　一般会計並びに特別会計とも、事業目的に沿い適切な執行に努めた結果、おおむね目標とする事業の達成が得られたという決算になっておると考えております。これもひとえに議員各位を初め町民の皆様の御理解、御協力のたまものと深く感謝申し上げる次第であります。今後とも町民生活の安心・安全を最優先に、事業の必要性や緊急性に配慮し、多様化する行政事業に的確に対応するとともに、将来を見据えた財政運営に努力してまいる所存であります。

　なお、上毛町老人保健特別会計及び上毛町国民健康保険直営診療所特別会計につきましては、平成２２年度をもって廃止されましたことを申し添えておきたいと存じます。

　議案第３７号、上毛町消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例について。議案第３８号、上毛町消防団員の定員、任用、給与、分限及び懲戒、服務等に関する条例の一部を改正する条例については、消防組織法の一部改正が行われたため、所要の改正を行うものであります。

　上毛町農林水産事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について。大ノ瀬大池の漏水工事を県営事業により早急に実施するに当たり、本定例会の一般会計補正予算（第２号）に計上しております関係受益者の分担金を徴収する必要がありますので、条例の一部改正を行うものであります。
　議案第４０号、平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第２号）。今回の補正額は３億８,２７２万円で、歳入歳出予算総額は４９億４,０７２万４,０００円となります。

　歳出におきましては、総務費では懸案でありました旧築上東高等学校跡地活用について一定の方針を踏まえた基本設計委託業務経費、全額宝くじ事業の財源による地域づくり３団体に対する補助金の交付事業の経費、旧西友枝小学校校舎を活用して地元が主体的に地域間交流の活動を通じて地域の振興を図っていただくための校舎改修工事関連経費、任期満了による東下土地改良区総代会総代選挙に関連する経費を計上いたしております。

　民生費では、児童福祉関係事業の前年度各種事業の清算に伴う返還金、障害者自立支援法の改正に伴うシステム改修経費、夏場の電力需要対策に対応した私立保育所への休日保育事業補助金等の経費。衛生費では、新たなワクチンが開発され、再開された日本脳炎予防接種委託経費、町内の土砂埋め立てにかかわる土壌検査費用、住宅用太陽光発電システム設置について要望が予想以上に多いため、今年度の特例措置として第２次補正をお願いするものであり、次年度以降につきましては計画の再検討をしてまいりたいと考えております。

　農林水産業費では、認定農業者が経営基盤の強化を図ることを支援するための補助金、関係機関との連携を容易とするため農地システムへの移行経費、県営事業で行う大ノ瀬大池の漏水工事の負担金、工事が進捗する林道豊築松尾線の用地購入費、商工費では下唐原への進出が決定し、工場建設中の高村工業株式会社が工場排水の放流に関し、地元の要望により水路を整備するための企業誘致施設整備等補助金交付規程による補助金の計上をいたしております。

　土木費では、東九州自動車道建設にかかわる土佐井地区町道つけかえに伴う拡幅部分の道路用地購入費、消防費では退職した消防団員１名分の退職報償金、東日本大震災により死亡または行方不明となっている２５１名の消防団員に対する公務災害補償の財源が不足するため、団員一人当たりの掛金の引き上げを２３年度に限り実施する関係法令の改正により追加負担金、教育費では小学校の老朽化した冷蔵庫撤去費、空調設備設置に伴う電気保安業務委託料増加経費等を計上いたしております。諸支出金では、診療所を含む３施設譲渡に伴う上毛町社会福祉協議会からの最終的な寄附金を受け入れ、財政調整基金、公共施設整備基金及び減債基金へ積み立てることといたしております。

　今回の補正財源につきましては、特定財源では土地改良事業分担金、国及び県の各種補助金等で３,０４４万２,０００円、一般財源といたしまして普通交付税１億２,５５７万９,０００円、寄附金２億５,９００万円及び財産収入等で３億５,２２７万８,０００円を充当いたしております。

　議案第４１号、平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）。漏水が顕著である原井簡易水道の漏水探査を実施し、今後の対策を検討してまいります。

　以上が概略でございます。少し早口で御説明申し上げましたが、いずれも重要な案件でございますので慎重なる御審議をいただき、御同意、御可決くださいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いを申し上げます。
○議長（坪根秀介君）町長の提案理由の説明が終わりました。

　これから提案理由に対する総括質疑を行います。前にも述べましたが、本日審議する案件に対する質疑は、議案内容の説明の際に行っていただくよう御協力をお願いいたします。

　提案理由に対する総括質疑を行います。

　質疑はありませんか。亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）４０号の補正についてお尋ねいたします。財源に地方交付税を充てるという町長の説明でございましたが、８月に今年度の交付税が決定したと思います。新聞紙上によりますと、福岡県も３％ほど伸びておると。町村によっては１４％の伸びもあると言われておりますが、本町は昨年より何％伸びておるか。その点をお尋ねします。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）本町、普通交付税の関係でございます。本町につきましては、平成２２年度が２６億円余りでございますが、平成２３年度が２５億３,６０６万６,０００円となっておりまして、２.５％の減となっております。金額的には６,４５０万８,０００円の減となっております。

　この理由と。よろしいですか。そういうことでございます。

○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）新聞紙上やらはね、福岡県は大体、市町村が３％の増と。町によっては１４％あるや、最高が云々と。うちの町は昨年よりか減額ということでいいわけですか。以上です。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）町の今後の財政運営について示されていますので、ちょっとその点について二、三お伺いいたします。
　経常収支比率ですが、８０.数％と正常なところに到達しつつありますので、最終的には、うちの町としてはどのくらいのところを目指しているのか。
　それから、積立金についてもいろいろ金額に、その年度によって大きな差がありますけれど、大体適正な積立金というのは幾らのところを目指しているのか。それに関係することですが、減債基金もここ近年積み立てをふやしていますけれど、これを幾らとして目指しているのかお尋ねします。

　それから実質収支比率ですが、平成２２年度は何％になるのかお尋ねいたします。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）経常収支比率でございます。平成２１年度は、数字的に申し上げますと８６.７％で、既に資料で提示しておりますけれども平成２２年度が８０．９％ということで改善をされております。
　改善された原因としましては、平成２２年度普通交付税と臨時財政対策債がいわゆる地方財政計画によってかなり手厚く保護されたと。その財源がふえたということで一時的に経常収支比率が下がっているというふうに私ども判断しておりまして、どれくらい下がったら適正なのかという、基準である現在の８０％程度が上限として適当かというふうに、私なりには一応判断をしているところでございます。

　それから、積立金でございますが、留保財源、いわゆる余剰金について毎年積み立ててきておりますが、先ほど言いましたように、うちの財源自体が非常に流動的な、これは毎回申し上げるわけでございますが、自主財源というものに非常に乏しいもので、地方交付税に頼っているという部分がございまして、積み立てられるときには極力優先的には今後償還が予定される減債基金、公共施設、それから財政調整基金等にできるだけ積み立てていくということが将来に対する安心、そしてまた住民に対する責務ではないかというふうに考えておるものでございます。
　それから、実質収支比率でございますが、これもお手元に資料を差し上げているかと思います。１４.５が１３.９ということで、７.７％の改善をいたしておるところでございます。実質公債費比率でございますが。実質収支比率が７.７％でございます。ということでよろしいでしょうか。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。安元議員。

○６番（安元慶彦君）本議会が決算議会でございますから、町長の思いといいますか、そういったものをお尋ねしたいと思いますけれども。
　地方交付税が、今回の決算によりますと２９億数千万円。合併をしますと１０年間は旧両村といいますか、この場合は大平、新吉富ですけれども、１０年間は旧交付税というものが合算されてそれがずっと続いてくると。こういうことの説明は、私ども聞いてきておりますけれども。

　新町建設計画を見ますと、これは合併に向けてのこれから１０年間の上毛町のあるべき姿というものを示しておるわけでございますけれども、それによりますと、平成２２年度でいきますと交付税が１９億円。まさに現在の１０億円ぐらい下になっておるわけですね。わかりやすく言いますと１０億円のんできておると。それから、予算の全体でいきますと平成２２年度で４７億数千万円、それが６９億円の決算の数字になっておるわけですね。平成２２年度は築上東中学校の体育館等もありましたから特別かもわかりませんけど。そういった中で、合併に向けてのこれは、小泉内閣のときの三位一体というようなものが出てきまして、国に金がないと。当然、地方のほうにも何する金がなくなっていくんだと。地方交付税の補正係数なんかもどんどん見直していかなければならないということで、やっぱり合併をしなければいのちきができんと。わかりやすく言いますと。そういう中でもって推進をしてきたわけですけれども、現在のこのような大きな予算というものが実現しておるわけですれども、そういった事柄について町長の、当時のあれから比べますと今の思いですね。これは政権がかわったからこういうふうになったと思うのか。やっぱり何と言っても国のあれをなすものは、地方がやっぱり元気にならなくてはならないということで、国のほうからいろんな形でもって交付金というものがおりてきておりますけど、そういった中でこれだけの大きな規模の予算になっていったのか。そこら辺の、当時を町長も思い起こしていただいて、今日のこの予算規模というものをどのようにとらえておるかをお尋ねいたしたいと思います。
○議長（坪根秀介君）町長。

○町長（鶴田忠良君）基本的には、片山総務大臣の施策が根本にあると思うんですね。地方を重視する。国と地方の対等、むしろ財税的には地方に傾斜を深める、高めるということにかかわると。簡単に言いますと、その一言に尽きるのではなかろうかと思います。交付税はもとよりでありますけども、いろんな交付金がつけられたということが、逆に言いますと、私どもの実施する事業が多くなったと。それに基づいて財政が拡大したということであろうというふうに思います。

　これは、ここで申し上げて適切かどうかわかりませんけども、片山大臣に心から感謝を申し上げたいというふうに思っています。

○議長（坪根秀介君）よろしいですか。ほかにございませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、町長の提案理由に対する質疑を終了します。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これから本日受理、審議、採決を行う議案の上程を行います。

　日程第４、諮問第２号　人権擁護委員候補者の推薦についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。

　総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）それでは、諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦について御説明をさせていただきます。
　次の者を、人権擁護委員の候補者として、法務大臣に対し推薦したいので、議会の意見を求める。平成２３年９月６日提出。上毛町長、鶴田忠良。

　氏名、林田君代。生年月日、昭和２２年９月１６日生まれ。住所、上毛町大字安雲６３５番地。
　理由といたしまして、人権擁護委員１名の任期満了に伴い、候補者の推薦について人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求めるものであるということで、再任をお願いするものでございます。どうぞよろしくお願いいたします。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑ございませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり同意することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦については原案のとおり同意することに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第５、同意第２号　上毛町固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。

　総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）それでは同意第２号について御説明を申し上げます。
　上毛町固定資産評価審査委員会委員の選任について。上毛町固定資産評価審査委員会委員に次の者を選任したいので、議会の同意を求める。平成２３年９月６日提出。上毛町長、鶴田忠良。
　氏名、奥永明。生年月日、昭和１９年６月２６日生まれ。住所、上毛町大字東下５２９番地１。
　氏名、末松美知郎。生年月日、昭和２３年１０月１２日生まれ。住所、上毛町大字垂水１３４２番地８。

　氏名、藤本国昭。生年月日、昭和１５年２月２７日生まれ。住所、上毛町大字土佐井４８１番地。

　理由でございます。上毛町固定資産評価審査委員会委員として選任することについて、地方税法第４２３条第３項の規定により、議会の同意を求めるものであるということで、再任をお願いするものでございます。

　１ページめくっていただきますと、三方の履歴書を添付しておりますので、ごらんいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり同意することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、同意第２号、上毛町固定資産評価審査委員会委員の選任については原案のとおり同意することに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第６、報告第７号　平成２２年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。

　総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）それでは、報告第７号について、御説明を申し上げます。
　平成２２年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告について。地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、平成２２年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率を別紙監査委員の意見をつけて次のとおり報告する。

　まず、健全化判断比率でございます。平成２２年度健全化判断比率の実質収支比率の部分でございますが、普通会計としまして赤字ではないということで、数値が表示をされておりません。

　それから連結実質赤字比率でございますが、これにつきましても普通会計と公営企業会計を合算したものでございますが、赤字ではないということで数値が入っておりません。
　次の実質公債費比率でございますが、これは普通会計と公営企業会計、それに一部事務組合の会計も含めたものであります。１３.９ということで、前年度が１４.５でございましてマイナスの０.６減少をしておるものでございます。

　それから将来負担比率でございます。これにつきましても、借金が１年分に満たないということで数字的にあらわれていないということです。下にあらわしている３５０という数字が、１００が１年分ということで考えまして、１００が借金と同等の額というふうに考えまして３５０ということは、３.５倍までは健全化判断比率として可能ということになっております。うちの場合は、１年分にその借金が満たないということで数字的にあらわれていないという内容でございます。

　それから資金不足比率でございますが、農業集落排水特会それから簡易水道特会とも、資金不足がないということで数字的には入っておりません。

　平成２３年９月６日提出。上毛町長、鶴田忠良。ということで、次をめくっていただきまして、平成２２年度財政健全化審査及び公営企業経営健全化審査意見書ということで、今の各項目について監査委員の審査結果をおつけしておるものでございます。

　３枚目をめくっていただきまして、個別意見として、健全化判断比率、実質赤字比率について赤字比率はない、平成２２年度の連結実質赤字比率はない。公債費比率につきましても、平成２２年度の実質公債費比率は１３.９％となっており、早期健全化基準の２５.０％と比較するとこれを下回っておると。それから、将来負担比率についても、将来負担比率はないと。さらに資金不足比率でございますが、二つの特会について資金不足比率はないということで御意見をいただいておるものでございます。
　以上、説明を終わらせていただきます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はございませんか。安元議員。

○６番（安元慶彦君）この中で特会の関係ですけれども、これは完全な独立会計ではなくていわゆる足りない分は一般会計からの繰り入れをやっておると。こういう会計でも資金不足はないというふうに解してもよいのかどうか。

○議長（坪根秀介君）総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）そういうことでございます。
○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）それは、どういうことが根本的な、私どもが考えたらですね、やっぱり受益者というものが応分の負担をして、その中で会計というものを運営していくというふうに思うんですけども。この点はどんなふうに解釈すればいいようになるんですか。

○議長（坪根秀介君）総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）この資金不足比率というのは、客観的な事実に基づくものでございまして、決算が資金不足がないということに、決算的に赤字でないということでございますので、こういう結果になっておると。資金不足比率はないという判断、報告になっておるというものでございます。
○議長（坪根秀介君）安元議員。３回目です。

○６番（安元慶彦君）私なりに考えるのはですね、担当の職員が、例えば、農水オンリーではないと。一般の仕事もやっておると。兼務でね。そういった中で、そういうものが充てられるとするならば一般会計から持ってきてもおかしくないんだというようなことが考えられるんですけど。私の考えは全く違いますか。

○議長（坪根秀介君）総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）あくまでこの判断、資金不足比率というものは、一応そういう考えに基づくものであるので、それを表としてあらわしておるものでございます。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。（「もう１回、今ちょっと解釈が」と呼ぶ声あり）総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）あくまで会計の結果として不足がないということでございますので、その結果を報告としておりますので、不足比率はないということで今回は報告しておるものでございます。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑ございませんか。（「なら不足比率いうのはどういうこと言われんき、言われんけど」と呼ぶ声あり）

　これで質疑を終了します。

　以上で本件の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第７、報告第８号　継続費の継続年度終了による精算についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）それでは、報告第８号について説明をさせていただきます。
　継続費の継続年度終了による精算について。地方自治法施行令第１４５条第２項の規定により、平成２２年度に終了した継続費の精算について、次のとおり報告する。

　平成２２年度上毛町一般会計継続費精算報告書でございます。款、項、それから事業名を表示しております。款が農林水産業費、項が農業費、それから事業名が基盤整備促進事業（尻高地区ほ場整備事業）でございまして、平成１９年度から平成２２年度までの継続費の報告でございます。以上、数字的には欄の中をごらんいただければおわかりかと思います。

　平成２３年９月６日提出。上毛町長、鶴田忠良。以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　以上で本件の報告を終わります。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これから議案の委員会付託を行います。

　９月２日、議会運営委員会の協議結果を資料として配付しております。

　議会運営資料４ページをごらんください。
　なお、委員会付託の朗読に際しても議案名の朗読は省略します。
　認定第１号（所管分）、認定第６号、認定第７号、議案第３７号、議案第３８号、議案第３９号、議案第４０号（所管分）、議案第４１号の８件は、総務、産業・建設常任委員会へ。

　認定第１号（所管分）、認定第２号、認定第３号、認定第４号、認定第５号、認定第８号、認定第９号、議案第４０号（所管分）の８件は、文教・厚生常任委員会へそれぞれ付託いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。したがって、お手元に配付の委員会付託表のとおり所管の常任委員会に付託することに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）続いて、各常任委員会の開催日についてお諮りいたします。

　運営資料５ページ、委員会日程表（案）をごらんください。
　各常任委員会の開催日は、議会運営委員会で決定いただいた日程（案）のとおりに決定したいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって常任委員会の開催日は、運営資料、委員会日程表のとおり開催することに決定しました。
　以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。

　本日はこれにて散会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散会　午前１０時４７分

　　　平成２３年９月６日
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